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要 旨

江戶末期 農政家 二宮尊德 明治時代 神社 神 年 明治 小田原報德二宮神の であった は に に

社 年 明治 今市報德二宮神社 祭として られた、 。

二宮尊德 神格化 基本的 日本 古代 人神信仰 習俗 明治政の は には の からの の によるものであったが、

府 天皇制國家 支持基盤 國家神道 道具 國民敎化 神 過程 現が の である を にして のための にした で れた、

言 顯彰型 神 呼 古代 人神信仰 怨靈觀念 基礎と えよう これは の と ばれ からの すなわち に をおいた。 、 、 、

御靈信仰 神 靈驗 期待 祭 者 救濟 利益 請 信仰 支 原動力が の を して る の を うのが を える であったのと、

根本的 違 物 國家權力 神道 深 介入 國家 新秩序 建 過程 特は に う であった が に く して の を てていく の。 、

殊 政治 社會的狀況 言 近代日本 人神信仰 發展 展開過な によるものであったと えよう これは の の と、 。

程 獨特 特徵 言における な だと えるだろう。

二宮尊德 神社 祭神 農業 神 勤勉 神 學問 神 祭は の として の の の として られている このような。

神格 神社創建 頃 決定 近代 敎育現場 通 化 强調は の に されたとみえ の を じてシンボル され されながら、 、

今 変 定着 來 思 以前 民間 一部 今市 一部 水神まで わらないで されて たと われる それ に の の では という。

神格 祭 上記 神社建立 國家神道 的 要素 物 水神で っていたが の が のイデオロギー な による であったので、

二宮神社 神格 排除は の からは されたらしい。

近代 勤勉 神 學問 神 意味 結局 勤勞 神 代 同質さて においての の の という は は の に わる のもの、

言 國定修身敎科書 二宮尊德 出 課 敎科內容 一番共通 核心だと えるようだ の の てくる の の の した。

德目 勤勞 勤勞 德目 二宮尊德 提示 樣 德目 實踐 一番になる は であり この という は が する 々な の に、

重要 前提條件 作用 吉地昌一 言 神 根本的 要素 彼 學問な として しており が ってるように になった な は の、

物 勤勞實踐 表による ではなく によるということがこれをよく している、 。

近代人神信仰 展開過程 二宮 神格化 天皇制 帝國主義 國家體制 基したがって の において の は と の の、

盤 確立を するための 勤勞 模範人物の 顯彰 近代日本 社會 頂點としての であり の システムの にあった、

天皇制 下 全國民 勞動共同體 導 行の を として いて くための、 宗敎 勤勞精神 實踐による の のためのも

のであったといえるだろう。

模範人物 人神信仰 顯彰神 御靈信仰 國民敎化 報德二宮神社 學問 神キーワード の

勤勉 神 勤勞 神の の
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